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対 して治癒の朗報をもたらす可能性を生み出している｡ その一方で,それは人間に対 して




















































































































































｢生き物｣を大きくは ｢呼吸するもの｣或いは ｢動 くもの｣として捉えている｡ 授業後に















いる｡ 彼 らが何故そのように答えたかについては,図13に示す通 りである｡ 多 くの子ども
たちは ｢個人の良さが失われる｣,｢気持ち悪い｣,さらに ｢同じはいや｣ ということを理
由にしている｡｢こわい｣ということを挙げた子どももいる｡ このように見てみると,差
があることの大切さを直感的に学んだと考えることができる｡生物を理解するにあたって





成 細 栄 命 心 同 子 核
吸 く 長 胞 巷 が 騰 じ 孫 が
す す が を あ が 顔 を あ
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る る る な く
〔授業で知ったこと〕
図11 子どもたちが理解している生き物の特徴
項 目 人数(名) 割合(鶴)
















































































対象校 ･学年 :長崎県立高等学校 1年生32名
実 施 時 期 :平成15年12月, 授 業 時 間 :45分
授 業 の 概 要
























実践後の生徒を対象 として,アンケー ト調査を行 った｡結果は次の通 りである｡
a)科学の発達は私たちの暮らしに大きく関わるようになってきました｡この状況をあな
たはどのように考えますか｡(複数回答可/32人中)
① 小 さい頃か ら科学を身近 な ものと
してとらえ,十分に理解 したい｡
② 科学の発展 は長所ばか りではない
ことに注意 したい｡
③ 社会人 とな って も科学 に関す る事
柄に注意を払いたい｡
④ 科学 の発達 は社会で コン トロール
すべきである｡
⑤ 社会の影響を余 り考えず, どんど
ん発達させるべきである｡
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図15 くらしを支える先端科学について






















クローン人間も一人の人間ということを忘れて は いけないので難 し い｡
特に ｢クローン人間｣には強 く反対 ｡
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C)実践授業に対する感想
回答者数












る｡ また ｢これか らも科学の発達に関心を示 したい｣や ｢授業のことを友人や家族に話 し
たい｣への肯定 も70%を越えている｡ これか らも授業の目的の達成が示されているのでは
ないかと思 う｡ アンケー トには生徒の自由記述の部分 もあり,それ らの分析を行 ったが,
予想以上に多 くの意見が寄せ られた｡特に最後の担任のお面をかぶった全員の様子が印象
的であったらしく,その点に関する記述 も多かった｡なお,プロジェクタで用いた図 も理






を深めようと努力 して くれた｡その結果,当初予想 した以上にクロ-ンなどの理解 も進ん
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